
【取組内容③】 端末の日常的な持ち帰り推進に向けての取組

米子市立啓成小学校（鳥取県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-４

ICT活用推進部会では、左記のように定期的に部
会を設け、活用の進捗状況や、職員から出た意見
や、表出した課題を解決していくための取り組み
について話し合うようにした。

表出した主な課題とその解決策

・破損等、児童に自己管理させることに対する不
安がある。

→児童に、学校で使用している端末持ち運び用の
バッグに必ず入れて登下校させる。

・持ち帰らせる目的を明確にしたい。
（家で何をさせればよいのか。）
→ドリルソフトを基本として、それ以外にも柔軟
に発達段階に応じた課題を出す。授業に活用で
きそうな課題を考える。

・家でのルールを明確にする必要があるのではな
いか。（新たに家庭用のルールを作成するべき
ではないのか。）

→校内で既に使用しているルールを家庭でも適用
する。状況に応じて児童に判断させる力も必要
である。


